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本日の要約

能力開発情報へのアクセスの向上

• 有期雇用：契約更新時に能力開発機会・個別相談機会関連情報を提示する

• 派遣労働：義務づけられているキャリアコンサルティング機会の認知度の把握／向上

個別支援の活用度の向上

• 学校場面から、相談の活用スキルを獲得させる（誰に・何を）

• キャリコンに支援者（例：管理職）を支援するスキルを獲得させる

• 相談相手のバリエーション等、利用に向けたハードルを下げる



労働者に求められること

「能力開発機会のある場で働き、キャリアのマイプランを描き、
必要に応じて支援を活用すること」

マイプランを描く能力開発機会のある場で働く 支援を活用する

・情報を得る／選ぶ
・能力開発機会を活用する

・情報を得る
・プランを描く

・プランを実行する

・支援者の情報を得る
・望む支援を引き出す

課題
・情報を獲得できない
・能力開発機会を活用できない
・能力開発機会の重要性が腹落
ちしない

課題
・情報を獲得できない
・描き方がわからない
・描くことの重要性がわからな
い

課題
・支援と出会わない
・望む支援を得ることができな
い



能力開発機会① 有期雇用

• 正規雇用と比べて、能力開発機会が限られる有期雇用

• 能力開発機会の不足が能力開発の希求につながらない可能性
• 能力開発機会を通じて、能力開発機会を求めるようになる
• 能力開発機会の不足が、能力開発の必要性認識の機会を奪う

• 能力開発機会に関する情報提供の充実
• 有機雇用者に対し、契約更新時に労働条件通知書の中で、能力開発機
会に関する情報を提示する確率を上げることはできないか

• 個別企業が提供できない場合には、労働組合が用意する能力開発機会
等



能力開発機会② 派遣労働

• 派遣元による能力開発機会ならびにキャリアコンサルティングの仕組みは、
一定水準で機能していると考えられる。派遣労働（派遣元・派遣社員）の
属性間での違いの把握、把握をふまえた働きかけが必要ではないか。

出典 令和４年派遣労働者実態調査の概況



キャリア形成における個別支援の広がり

• 労働政策研究・研修機構（2023）「企業のキャリア形成支援施策導入における現状と課題」労働政策研
究報告書，No.223.



個別支援の優位性

•労働者個々の違いに対応できる

•労働者の状況をふまえ、意識醸
成に強く働きかけることができる

•企業など支援提供側の労働者に
対する理解が進む

個別支援には、off-JT等の個
別作成もありうるが、ここでは個
別面談（相談）に注目



個別面談（相談）の有用性の向上
に向けた課題

・相談と出会わない
・望む（望ましい）相談とずれる

・相談提供者の意図やスキル
・相談を通じて提供される支援内容の不足やずれ

・利用者（若年層）の志向性とずれる

個別面談
（相談）

若年層労働者



教育機関：個別相談利用スキルの獲得

• 相談する力を獲得させる（個別相談の良い使い手になる）
• 相談相手として誰がいるのかを知っている

• 相談が有効なタイミングを知っている

• 相談相手を発掘するスキルを持っている

• 相談相手ごとの特徴を知っている

• 状況・目的によって使い分けるスキルを持つ
• 「このままこの会社で働いていいのか」と迷った時に、最初にあう相
談相手が、職業紹介事業を担う会社の社員であることが、常にベスト
なのか？／上司であることが、常にベストなのか？

• 「想像していたのと違う」



職場での現状

• 上司による個別面談とい
う手法の広がり

上司の特徴
• 仕事のアサイン権限あり

• フィードバックを提供しや
すい

• 業績責任を負う存在

• トピックの１つとしての
キャリア

• キャリアについての知識や
面談スキルは個人差あり

出典：令和5年度「能力開発基本調査」



上司との定期的なキャリア面談（今後のキャリアについて話し合
う面談。業務の相談や考課面談とは異なるもの）

• キャリア面談として実施する場合と、通常の面談の中のトピックの１
つとして取り上げる場合あり

出典 ２１世紀職業財団（2022） 
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専門家による個別支援の２つのルート

• 個別支援のずれ・不足を解消する
• キャリコン等専門家の支援対象の拡大とスキルの幅を広げる（黒子として、キャ
リア形成支援の専門家ではない人の関わり方をブラッシュアップする）

従業員

従業員

専門家

専門家 上司・メンター等相談
を受ける人



若年者と個別相談
•ピア・身近さ・リアルさ・可視化

• 相談相手に求める条件を満たす相談提供者の確保

• キャリコンに関する情報開示

• 相談というプロセスを見せる工夫

•キャリアコンサルタントの年齢構成

労働政策研究・研修機構（2023）「第２回キャリアコンサルタント登録者の活動状況
等に関する調査」 キャリアコンサルティング協議会（2023）「相談するということ実態調

査結果報告」




